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三
議
席
に
な
っ
た
選
挙
区
選
挙

　

今
回
の
参
議
院
選
挙
は
、
直
前
の
法
改
正
に
よ
り
北
海

道
選
挙
区
に
一
議
席
が
増
加
配
分
さ
れ
た
結
果
、
自
民
党

も
民
進
党
も
、
現
職
に
加
え
て
新
人
候
補
者
を
擁
立
し
て

二
議
席
獲
得
を
目
指
し
た
。
三
議
席
配
分
の
選
挙
区
で
の

選
挙
は
、
か
つ
て
の
衆
議
院
選
挙
制
度
と
同
様
に
、
い
わ

ゆ
る
中
選
挙
区
選
挙
の
傾
向
を
色
濃
く
持
つ
。
第
三
位
の

政
党
が
強
力
で
な
け
れ
ば
、
二
議
席
選
挙
区
で
は
強
力
な

二
政
党
が
簡
単
に
一
議
席
ず
つ
分
け
合
う
が
、
三
議
席
選

挙
区
の
場
合
に
は
、
第
一
位
政
党
の
み
な
ら
ず
第
二
位
政

党
に
も
二
議
席
獲
得
の
可
能
性
が
出
て
く
る
上
に
、
第
三

党
に
も
議
席
獲
得
の
可
能
性
が
で
き
る
。
上
位
二
政
党
に

と
っ
て
は
、
候
補
者
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の

配
置
や
、
地
域
・
団
体
な
ど
の
支
持
基
盤
の
配
分
、
い
わ

ゆ
る
「
票
割
り
」
の
成
否
が
二
議
席
獲
得
の
カ
ギ
を
握
る

こ
と
に
な
る
。
自
民
党
の
新
人
は
道
議
会
議
員
柿
木
克
弘

氏
、
民
進
党
の
新
人
は
前
回
の
衆
議
院
選
挙
で
落
選
し
た

鉢
呂
吉
雄
氏
で
あ
る
（
以
下
敬
称
を
省
略
）。

　

自
民
党
の
柿
木
は
、
泊
原
発
の
早
期
再
稼
働
に
つ
い
て

は
あ
い
ま
い
な
表
現
で
終
始
し
た
が
、
原
子
力
発
電
所
の

維
持
を
主
張
し
て
北
海
道
電
力
を
筆
頭
に
道
内
産
業
界
の

支
持
を
取
り
付
け
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
り
、
原
子
力
発
電

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
割
合
を
減
ら
し
て
い
く
と
主

張
す
る
現
職
の
長
谷
川
岳
氏
と
の
差
別
化
路
線
を
と
っ
た
。

更
に
、
党
道
連
は
、
比
例
代
表
で
公
明
現
職
を
支
持
す
る

の
と
引
き
換
え
に
、
公
明
党
に
柿
木
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
い

た
支
持
を
要
請
す
る
な
ど
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
。

　

民
進
党
の
鉢
呂
は
、
民
進
党
北
海
道
の
支
持
母
体
で
あ

る
連
合
北
海
道
の
徳
永
エ
リ
氏
支
持
の
方
針
を
変
え
ら
れ

ず
、
固
い
組
織
票
を
も
た
な
い
選
挙
戦
に
突
入
し
た
。
政

策
上
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
二
候
補
間
で
大

き
な
違
い
が
な
い
。

 　

司
令
塔
の
不
在
と
戦
略
の
欠
如

　

自
民
、
民
進
の
両
党
に
絞
っ
て
政
党
に
よ
る
選
挙
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
見
て
お
こ
う
。
両
党
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る

特
徴
は
、
統
一
的
な
司
令
塔
の
不
在
で
あ
り
、
二
議
席
獲

得
に
向
け
た
戦
略
の
欠
如
で
あ
っ
た
。

　

自
民
党
の
場
合
、
現
職
の
長
谷
川
の
当
選
を
盤
石
な
も

の
と
し
た
上
で
議
席
積
み
上
げ
の
た
め
の
票
割
を
行
う
と

い
っ
た
、
現
職
を
優
遇
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
欠
い
て
い
た
。

柿
木
の
擁
立
自
体
が
、
道
議
会
議
員
出
身
の
参
議
院
議
員

を
求
め
る
自
民
党
道
連
内
の
声
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、

現
職
の
長
谷
川
に
対
し
て
対
抗
的
な
決
定
で
あ
っ
た
。
こ

の
背
景
に
は
、
無
党
派
層
の
支
持
を
集
め
て
当
選
し
、
自

民
党
の
支
持
基
盤
と
の
関
係
が
希
薄
な
長
谷
川
議
員
に
対

す
る
疎
遠
感
に
加
え
て
、
道
議
会
議
員
出
身
の
伊
達
忠
一

議
員
が
前
回
の
選
挙
で
も
出
馬
し
て
、
道
議
会
議
員
の
中

に
し
び
れ
を
切
ら
し
て
い
る
者
が
出
た
と
い
う
状
況
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
自
民
党
道
連
の
選
挙
戦
の
進
め

方
を
見
る
限
り
、
現
職
の
当
選
を
確
実
に
し
て
プ
ラ
ス
一

議
席
の
獲
得
と
い
う
戦
略
が
強
く
表
れ
て
い
な
い
。

　

民
進
党
の
場
合
は
、
有
力
な
支
持
母
体
で
あ
る
連
合
北

海
道
が
早
々
に
徳
永
エ
リ
の
支
持
を
決
め
、
現
職
の
確
実

な
当
選
を
目
指
し
た
選
挙
運
動
を
計
画
し
て
い
た
。
連
合

北
海
道
は
、
六
年
前
の
参
議
院
選
挙
で
藤
川
雅
司
氏
を
当

選
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
続
く
総
選
挙
で
も
北
海
道
知

事
選
挙
で
も
勝
利
し
て
い
な
い
。
二
年
前
の
総
選
挙
で
幾

分
失
地
回
復
を
実
現
で
き
た
と
は
い
え
、
連
合
北
海
道
に

と
っ
て
は
二
議
席
を
狙
っ
て
共
倒
れ
に
な
る
リ
ス
ク
を
撥

ね
退
け
る
だ
け
の
「
体
力
」
が
な
か
っ
た
う
え
、
民
主
党

が
解
党
し
て
民
進
党
に
な
っ
た
ば
か
り
で
明
確
な
政
党
イ

メ
ー
ジ
が
で
き
て
い
な
い
状
態
で
の
選
挙
で
あ
る
。
党
中

央
か
ら
の
二
議
席
獲
得
の
指
示
に
応
じ
て
、
連
合
北
海
道

に
選
挙
体
制
を
再
構
築
す
る
余
裕
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な

い
。
民
主
党
政
権
時
代
に
経
済
産
業
大
臣
に
就
任
し
、
福

島
の
東
京
電
力
原
子
力
発
電
所
事
故
の
現
場
を
視
察
し
た

際
の
不
穏
当
発
言
報
道
（
注
：
毎
日
新
聞
に
よ
る
報
道
だ

が
、
本
人
は
発
言
内
容
を
否
定
し
た
。
し
か
し
、
Ｔ
Ｖ
な

ど
で
発
言
が
あ
っ
た
と
し
て
広
く
報
じ
ら
れ
た
）
で
、
き

わ
め
て
短
期
日
で
辞
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
鉢
呂
は
、
前

回
の
総
選
挙
で
議
席
を
失
っ
て
い
る
。
長
い
衆
議
院
議
員

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
れ
ば
、
堅
固
な
地
盤
を
持
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
北
海
道
四
区
で
の
落
選
の
背
景
に
は
、

民
主
党
ブ
ラ
ン
ド
の
凋
落
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
有
権

者
の
態
度
の
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

２
０
１
６
参
議
院
選
挙

政
権
批
判
と
野
党
第
一
党
の
隘
路　

相　

内　

俊　

一
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ポ
イ
ン
ト
高
か
っ
た
の
だ
が
、
今
回
の
選
挙
で
は
こ
の
傾

向
が
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
。
選
挙
区
選
挙
で
は
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
二
人
の
候
補
を
立
て
た
効
果
で
自
民
党
も

民
進
党
も
得
票
率
を
上
げ
て
い
る
が
、
北
海
道
で
の
自
民

党
が
四
・
四
ポ
イ
ン
ト
高
い
の
に
比
べ
、
民
進
党
は
一
六

ポ
イ
ン
ト
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
有
権
者
の
投
票
行
動
で

見
る
限
り
、
北
海
道
で
は
全
国
の
動
向
を
は
る
か
に
超
え

て
、民
進
党
へ
の
投
票
傾
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

北
海
道
の
有
権
者
は
、
な
ぜ
民
進
党
を
投
票
政
党
に
選

択
し
た
の
か
。
実
証
的
な
研
究
を
ま
た
ね
ば
確
か
な
議
論

が
で
き
な
い
の
だ
が
、
投
票
時
に
有
権
者
が
持
っ
て
い
た

民
進
党
に
関
す
る
情
報
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
推
定
し
て

み
よ
う
。

⑴　

野
党
共
闘
の
中
心
と
は
言
え
、
参
議
院
で
過
半
数

を
取
る
こ
と
は
な
い
（
も
ち
ろ
ん
、
政
権
を
取
る
可

能
性
は
全
く
な
い
）

⑵　

安
倍
政
権
の
も
と
で
の
憲
法
改
正
に
は
反
対
の
態

度
を
示
し
て
い
る

⑶　

少
な
く
と
も
北
海
道
の
民
進
党
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
批
准

に
反
対
の
態
度
を
示
し
て
お
り
、
安
倍
政
権
が
約
束
を

守
ら
ず
交
渉
で
大
幅
に
譲
歩
し
た
と
批
判
し
て
い
る

⑷　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
失
敗
だ
と
い
う
評
価
を
示
し
て

い
る

⑸　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
格
差
の
拡
大
が
起
り
、
北
海
道

も
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る

⑹　

自
民
党
を
中
心
と
す
る
改
憲
勢
力
が
参
議
院
で
も

三
分
の
二
以
上
を
占
め
る
と
両
院
で
三
分
の
二
以
上

と
な
る
こ
と
か
ら
改
憲
の
発
議
が
可
能
な
状
況
が
生

ま
れ
る

⑺　

安
全
保
障
関
連
法
は
違
憲
で
あ
り
、
こ
の
法
の
制

定
過
程
は
立
憲
主
義
に
反
す
る
と
い
う
立
場
を
取
っ

て
い
る

　

も
ち
ろ
ん
、
有
権
者
が
民
進
党
に
関
し
て
持
っ
て
い
る

情
報
は
玉
石
混
淆
で
多
様
で
あ
る
。
ま
た
、
情
報
の
ウ
エ

イ
ト
付
け
も
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。
し
か
し
、
民
進
党
党

首
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
さ
、
国
会
議
員
メ
ン
バ
ー
の

意
思
一
致
の
度
合
い
、
改
憲
を
め
ぐ
る
党
内
の
合
意
、
党

と
し
て
の
政
策
形
成
や
意
思
決
定
の
し
く
み
、
候
補
者
選

定
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
、
政
党
の
ガ
バ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
評

価
す
る
上
で
は
重
要
な
情
報
だ
が
、
一
般
の
有
権
者
に
は

極
め
て
部
分
的
に
し
か
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。お
そ
ら
く
、

一
般
の
有
権
者
は
、
報
道
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
か
ら
得
ら
れ
る
上
記
の
七
つ
の
情
報
に
依
拠
し

て
、
民
進
党
を
「
認
識
」
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

　

こ
れ
は
六
○
歳
以
上
の
有
権
者
に
は
、
懐
か
し
い
光
景

に
違
い
な
い
。
日
本
社
会
党
が
万
年
野
党
第
一
党
の
地
位

を
死
守
し
、
ど
ち
ら
か
の
院
で
三
分
の
一
以
上
の
議
席
を

占
め
て
「
護
憲
」
を
体
現
し
て
い
た
光
景
で
あ
る
。
民
進

党
は
、
今
回
こ
れ
す
ら
実
現
で
き
な
か
っ
た
が
、
立
憲
政

治
に
対
し
て
粗
暴
な
態
度
を
と
り
、
第
九
条
の
「
改
定
」

を
主
張
す
る
安
倍
政
権
の
よ
う
な
勢
力
が
存
在
し
て
く
れ

る
こ
と
で
、
安
定
「
三
分
の
一
超
」
議
席
の
野
党
と
し
て

生
き
残
る
「
安
易
」
な
道
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

北
海
道
に
お
い
て
も
、
選
挙
区
選
挙
で
八
万
票
近
く
、

比
例
代
表
選
挙
で
三
万
票
以
上
、
民
進
党
は
自
民
党
に
負

け
て
い
る
。
選
挙
区
選
挙
で
の
二
議
席
獲
得
は
、「
敵
失
」

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
選
挙
の
司
令
塔
の
不
在
、
戦
略
の

欠
如
を
忘
れ
て
、
二
議
席
獲
得
に
酔
い
痴
れ
て
い
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。「
政
権
担
当
能
力
」
の
あ
る
、
持
続
可

能
で
説
明
責
任
を
果
た
せ
る
組
織
と
し
て
の
「
二
大
」
政

党
を
、
有
権
者
は
待
望
し
て
い
る
。

＜

あ
い
う
ち　

と
し
か
ず
・
小
樽
商
科
大
学
特
認
名
誉
教
授＞

落
選
後
の
鉢
呂
は
、
ほ
と
ん
ど
政
治
の
舞
台
で
名
前
が
挙

が
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
八
区
と
四
区
で
七
回
の
当
選
を

重
ね
て
き
た
こ
と
か
ら
知
名
度
は
高
か
っ
た
が
、
政
治
家

と
し
て
の
評
価
が
、
有
権
者
の
間
に
高
い
状
態
で
残
っ
て

い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
安
全
保
障
関
連
法
の
違
憲
性
、

安
倍
政
権
下
で
の
憲
法
改
正
を
阻
止
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
な
ど
、

鉢
呂
、
徳
永
両
候
補
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
大

き
な
違
い
を
示
さ
ず
、
鉢
呂
に
と
っ
て
は
組
織
力
の
点
で

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
う
選
挙
と
な
っ
た
。

　

道
内
有
権
者
の
投
票
行
動
の
特
色

　

次
に
、
道
内
の
有
権
者
の
投
票
行
動
に
つ
い
て
見
て
お

き
た
い
。
選
挙
区
選
挙
の
得
票
は
、
自
民
、
民
進
両
党
と

も
二
候
補
に
よ
る
得
票
だ
け
に
前
回
を
上
回
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
得
票
率
を
比
較
す
る
と
、
自
民
党
が
前
回
よ
り

六
・
八
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
だ
っ
た
の
に
比
べ
、
民
進
党
は

一
七
ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
に
増
加
し
た
。
六
年
前
の
参
議
院

選
で
二
候
補
を
立
て
た
時
の
得
票
率
に
比
べ
る
と
四
・
六

ポ
イ
ン
ト
低
い
も
の
の
、
民
進
党
は
得
票
率
に
お
い
て
は

復
調
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
比
例
代
表

選
挙
の
得
票
率
で
も
同
様
に
み
ら
れ
、
今
回
の
民
進
党
の

得
票
率
は
三
年
前
に
比
べ
て
一
四
・
六
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

て
い
る
。
全
国
の
傾
向
を
み
る
と
、
自
民
党
は
選
挙
区
で

三
ポ
イ
ン
ト
弱
だ
が
得
票
率
を
落
と
し
、
比
例
代
表
で
も

一
・
六
ポ
イ
ン
ト
し
か
増
加
し
て
い
な
い
。
民
進
党
も
、

選
挙
区
で
九
ポ
イ
ン
ト
、
比
例
代
表
で
は
七
・
四
ポ
イ
ン

ト
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
全
国
と
得
票
率
を
比
べ

る
と
、
三
年
前
の
選
挙
で
は
、
北
海
道
で
の
自
民
党
の
得

票
率
が
四
～
五
ポ
イ
ン
ト
低
く
、
民
主
党
（
当
時
）
の
得

票
率
が
選
挙
区
で
八
ポ
イ
ン
ト
、
比
例
代
表
で
も
三
・
四


